
14　周産期センター

14－１  30年度月別分娩件数（妊娠22週以後の分娩） （件）
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7 5 5 6 14 8 5 5 6 11 6 7 85 21.6 62.0

22 33 23 46 19 20 28 31 21 17 24 25 309 78.4 124.6

29 38 28 52 33 28 33 36 27 28 30 32 394 100.0 102.3

-

33 38 28 46 33 28 33 31 27 28 30 32 387 - 103.5
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14－２  30年度月別院内院外出生別出生体重区分別NICU･GCU入室人数 （人）
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20 27 16 28 16 20 18 9 14 16 19 16 219 53.8 100.9

7 5 6 8 7 5 7 11 6 7 4 9 82 20.1 91.1

4 1 2 2 3 2 3 17 4.2 130.8

1 1 1 2 2 3 2 12 2.9 200.0

28 37 24 36 27 27 28 24 23 23 26 27 330 81.1 101.2

5 10 11 9 4 4 5 2 7 4 61 15.0 82.4

3 2 1 3 1 2 3 1 16 3.9 145.5

-

-

8 12 12 12 5 6 8 2 8 4 77 18.9 88.5

36 49 36 48 32 33 36 26 31 27 26 27 407 100.0 98.5

14－３  分娩件数の年度別推移
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帝王切開

吸引分娩

骨盤位分娩

その他分娩

合 計

超低出生体重児
1,000 ｇ 未 満

低 出 生 体 重 児
2,500 ｇ 未 満
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成 熟 新 生 児

極低出生体重児
1,500 ｇ 未 満

生 産 児

極低出生体重児
1,500 ｇ 未 満

成 熟 新 生 児

超低出生体重児
1,000 ｇ 未 満

低 出 生 体 重 児
2,500 ｇ 未 満

区　　  　分

正 常 分 娩

異 常 分 娩

合 計

死 産 児
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平成25年に母体胎児集中治療室（MFICU)が併設され、重症合併症母体管理及び胎児診断による重症新

生児疾患児の分娩数が増加し、当センターの特色である専門各科が連携して重症管理を行う機会が増え

た。平成27年4月には総合周産期母子医療センターに指定され、近隣施設からの新生児搬送数も増加し、

地域における周産期医療の中核としての役割は、さらに大きくなっている。ハイリスク妊娠・分娩の管

理、低出生体重児や外科疾患などの重症新生児の治療など、母体・胎児・新生児に対する医療を行うと

ともに、精神的・社会的にもお母さん・赤ちゃんが安心して生活できるようサポートしている。
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